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Number 170 1 面　赤枝雄一 推進協会長 死去
　　　全国大会 in 東海　開催を中止
　　　認知症研修へ積極的な参加呼びかけ
2 面　大事なのは知って正しく恐れること
　　　全国に先駆けて活動再開
　　　【連載】木村よしおのちょっと一言
　　　介護保険委員長のよもやま話
3 面　施設紹介【アミーキ】（群馬）
　　　施設紹介【遠州の園】（静岡）
4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　20 年度ユニットケア研修 660 人受講
　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　入会施設のご紹介、事務局から

2021 年（令和 3 年）

（１）

赤
枝
雄
一 

推
進
協
会
長 

死
去

臨
時
理
事
会
で
新
会
長
選
任
へ

４
月
７
日
、
推
進
協
は
赤
枝
会
長
の
死

去
を
受
け
て
緊
急
執
行
委
員
会
を
開
き
、

４
月
中
に
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、
新
会

長
を
選
任
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
れ
よ
り
前
の
３
月
24
日
、
２
０
２
０

年
度
第
３
回
理
事
会
が
開
か
れ
、
赤
枝
会

長
か
ら
「
体
調
が
万
全
で
は
な
い
た
め
今

期
限
り
で
（
会
長
職
を
）
退
任
し
た
い
」

旨
の
声
明
（
代
読
・
赤
枝
眞
紀
子
事
務
局

長
）
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

全
国
大
会
in
東
海 

開
催
を
中
止

　
2
0
2
0
年
度
第
３
回
理
事
会

３
月
24
日
、
推
進
協
は
第
３
回
理
事
会

を
開
き
、「
全
国
研
修
大
会
in
東
海
」
の

開
催
中
止
な
ど
5
議
案
を
了
承
し
、
第
16

回
定
時
社
員
総
会
に
諮
る
こ
と
を
決
め

た
。
議
案
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

【
第
１
号
議
案
】
介
護
保
険
委
員
の
選

任　

上
田
か
な
氏
（
樹
陽
会 

理
事
長
）、

大
塚
小
百
合
氏
（
ケ
ア
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は

ら 

施
設
長
）
の
2
名
を
追
加
で
選
任
。

推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
休
刊
の
お
知
ら
せ

〇
認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を
重
視

19
年
6
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
認
知

症
施
策
推
進
大
綱
（
対
象
期
間
は
25
年
ま

で
）
に
つ
い
て
「
大
綱
で
掲
げ
て
い
る
5

つ
の
柱
は
認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を

加藤英樹
認知症施策・地域介護推進課長補佐

認
知
症
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け

推
進
協
勉
強
会　
加
藤
厚
労
省
課
長
補
佐
が
講
演

　
3
月
25
日
、
推
進
協
は
「
認
知
症
施
策
の
動
向
等
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
勉
強

会
を
開
催
し
、
約
60
施
設
が
参
加
し
た
。
厚
労
省
の
加
藤
英
樹
認
知
症
施
策
・
地
域

介
護
推
進
課
長
補
佐
を
講
師
に
招
き
、
東
京
・
築
地
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信

し
た
。加
藤
課
長
補
佐
は「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」の
5
本
の
柱
や
新
規
事
業
の「
伴

走
型
支
援
拠
点
」、「
認
知
症
介
護
研
修
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
研
修
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　
「
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
」
は
２
０
２
１
年
度
４
月
号
を
も
ち
ま
し
て
、
一
時

休
刊
と
い
た
し
ま
す
。
早
期
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
併
せ
て

再
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。（
事
務
局
）

　

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進

協
議
会
（
推
進
協
）
の
赤
枝
雄
一
会

長
が
４
月
１
日
午
後
11
時
2
分
、
甲

状
腺
転
移
性
肺
腫
瘍
の
た
め
、
死
去

し
た
。
78
歳
。
葬
儀
は
故
人
の
遺
志

に
よ
り
近
親
者
で
執
り
行
っ
た
。

赤
枝
会
長
は
、
平
成
17
年
10
月
前
倒
し

の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
っ
て
施
設
経
営
が

不
可
能
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
全

国
の
新
型
特
養
に
呼
び
掛
け
た
。
平
成
17

年
8
月
、
賛
同
し
た
１
０
０
施
設
と
「
一

般
社
団
法
人
全
国
新
型
特
養
推
進
協
議
会

（
現
「
一
般
社
団
法
人
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
推
進
協
議
会
」）
を
設
立
し
、

会
長
に
就
任
。
設
立
時
か
ら
一
貫
し
て
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
優
位
性
と
推
進
の
必
要

性
を
訴
え
続
け
て
き
た
。
平
成
25
年
度
か

ら
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
を
開
始
し
た
。

【
事
務
局
か
ら
】
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝

し
、謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。後
日
、

「
お
別
れ
の
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日
程
な
ど
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
連
絡
い

た
し
ま
す
。

【
第
２
号
議
案
】
21
年
度
事
業
計
画
案

▽
第
16
回
定
時
社
員
総
会
（
6
月
23
日
）

▽
第
1
回
理
事
会
（
6
月
2
日
）
▽
新
規

事
業
▽
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
▽
認
知

症
介
護
実
践
者
研
修
。

【
第
３
号
議
案
】
21
年
度
予
算
案　

経

常
収
益
計
５
７
９
９
万
円
、
経
常
費
用

計
５
６
７
９
万
円
、
当
期
計
上
増
減
額

１
２
０
５
万
。 

【
第
４
号
議
案
】
入
会
の
承
認　

①
ア

ン
ミ
ッ
コ
（
埼
玉
）、
②
第
二
偕
楽
園
ホ
ー

ム
（
東
京
）、
③
こ
ま
く
さ
野
村
渋
池
（
長

野
）
④
な
み
き
（
滋
賀
）、⑤
タ
ン
タ
ン
（
大

阪
）、
⑥
リ
ベ
ル
タ
ヴ
ィ
ー
タ
（
大
阪
）、

⑦
美
郷
苑
（
兵
庫
）、
⑧
サ
ン
ハ
ー
ト
香

月
（
山
口
）
⑨
と
く
り
き
春
吉
園
（
福
岡
）

⑩
風
雅
の
里
上
野
（
大
分
）
の
10
施
設
。

賛
助
会
員
に
加
地
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社
（
神
奈
川
）。

【
第
5
号
議
案
】
全
国
研
修
大
会
in
東

海　

1
年
延
期
し
た
全
国
大
会
（
名
古
屋
）

の
開
催
を
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
い
て
い
る

た
め
中
止
と
す
る
。
な
お
、
22
年
度
は
奈

良
大
会
を
開
催
予
定
。

赤枝 雄一（あかえだ・ゆういち）会長
平成 25 年 4 月　旭日双光章受章

（略歴）
一般社団法人全国個室ユニット型施設推進協議会 会長
徳島県出身
医療法人赤枝会 理事長、社会福祉法人兼愛会 理事長、
学校法人東峰会 理事長、
公益財団法人赤枝医学研究財団 代表理事

◇ これまでの主な活動 ◇

重
視
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
に

な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

〇
伴
走
型
支
援
拠
点
で
生
き
が
い
支
援

新
規
事
業
の
「
伴
走
型
の
支
援
拠
点
」

に
つ
い
て
「
本
人
の
生
き
が
い
に
つ
な
が

る
よ
う
な
支
援
や
、
家
族
に
効
果
的
な
介

護
方
法
や
助
言
な
ど
を
行
う
」
と
拠
点
の

役
割
を
話
し
た
。

〇
認
知
症
介
護
研
修
を
受
け
や
す
く

認
知
症
介
護
関
連
の
研
修
は
受
講
し
や

す
い
よ
う
、
研
修
時
間
を
短
く
す
る
な
ど

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。「
認
知
症
介
護
基

礎
研
修
」
は
原
則
１
５
０
分
程
度
の
Ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
実
施
。「
認
知
症
介
護
実

践
者
研
修
」
は
24
時
間
、「
認
知
症
介
護

実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
は
31
時
間
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

・��平成 17 年 8月　一般社団法人全国新型特養推進協議会設立

　�尾辻秀久厚労大臣に直訴。平成 18 年 4 月の介護報酬改定まで

の 6ヵ月間、特例措置として入居者 1名に対し、月額上限 3万

円の補助費が支給されることが決まった。以降、基本報酬単価

や居住費・食費の基準費用額の見直しなど、国に要望してきた。

・�平成 22 年 10 月　一般社団法人全国個室ユニット型施設推進協

議会に名称変更

・平成 25 年 4月　ユニットケア研修事業開始

・平成 28 年～　個室ユニットケア推進議員連盟との連携

加藤勝信厚労相に要望書提出（令和元年 10 月）
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（２）

  

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
活
用
は
四
苦
八
苦
？

〇
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定
の

Ｑ
＆
Ａ
が
出
ま
し
た
。
施
設
系
の
よ
う

に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
体
制
が
自

己
完
結
す
る
場
合
、
科
学
的
介
護
情
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
の
活
用
は
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
進
む
で
し
ょ
う
。

〇
他
方
、
通
所
介
護
で
当
該
の
加
算

を
取
得
す
る
場
合
、
必
要
不
可
欠
な
情

報
収
集
が
無
理
な
と
き
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
様
式
の
中
に
ア
ル
ブ

ミ
ン
の
値
を
求
め
ら
れ
て
も
、
か
か
り

つ
け
医
の
い
な
い
利
用
者
も
い
ま
す
。

ま
た
介
護
支
援
専
門
員
に
問
い
合
わ
せ

て
も
不
明
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
。 介

護
保
険
委
員
長
の

 
 

よ
も
や
ま
話

第
22
回

　
　
　
「
ち
ょ
っ
と
一
言
」

【
連
載
】
木
村
よ
し
お
の

〇
中
国
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
僅
か
？

コ
ロ
ナ
騒
動
の
震
源
地
で
あ
る
中
国

は
、
い
ち
早
く
独
裁
的
手
法
で
コ
ロ
ナ

を
押
さ
え
込
ん
だ
と
し
て
い
ま
す
。
感

染
者
数
は
約
10
万
人
、
死
者
５
千
人
未

満
（
こ
の
数
字
に
は
疑
問
？
）
と
僅
か
。

一
方
、
民
主
主
義
国
家
ア
メ
リ
カ
は

３
千
万
人
近
く
の
感
染
者
と
50
万
人
以

上
の
死
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

〇
全
体
主
義
的
独
裁
国
家
そ
の
も
の

し
か
し
、
香
港
で
の
大
衆
弾
圧
な
ど

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
中
国
は
全
体
主

義
的
独
裁
国
家
そ
の
も
の
。
民
主
主
義

国
家
と
の
最
大
の
違
い
は
公
正
な
選
挙

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
公
正

な
選
挙
は
時
の
政
権
の
暴
走
を
食
い
止

め
る
ブ
レ
ー
キ
で
あ
り
、
ブ
レ
ー
キ
が

全
く
存
在
し
な
い
国
家
が
多
数
に
な
れ

ば
、
世
界
は
１
９
３
０
年
代
の
独
裁
主

義
全
盛
の
様
相
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

〇
民
主
国
家
・
台
湾
の
成
功

一
方
、
民
主
国
家
の
台
湾
は
、
中
国
・

武
漢
で
の
異
変
情
報
に
い
ち
早
く
気
付

き
、
中
国
の
よ
う
に
都
市
封
鎖
や
個
人

へ
の
厳
し
い
行
動
制
限
な
ど
の
手
荒
な

手
段
を
と
ら
ず
、
防
疫
体
制
を
強
化
し

た
り
、
感
染
情
報
を
国
民
に
伝
え
た
り

し
て
感
染
の
抑
制
に
成
功
し
ま
し
た
。

〇
「
医
療
大
国
」
実
現
を

同
じ
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
日
本
は

情
報
を
隠
蔽
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
の

信
頼
獲
得
を
第
一
と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
と
し
て
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
海
外
の
製
薬
企
業
頼

み
に
す
る
の
で
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
や
治

療
薬
の
国
産
化
を
早
急
に
取
り
組
む
な

ど
「
医
療
大
国
日
本
」
の
実
現
に
邁
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
メ
ル
マ
ガ
「
木
村
義
雄
の
ち
ょ
っ
と
一
言
」

第
13
号
を
要
約
し
ま
し
た
。

藤村 二朗
介護保険委員長   

〇
事
業
所
で
は
解
決
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
一
方
で
、
加
算
取
得
を
大
目

標
に
し
て
い
る
事
業
者
で
は
、
情
報
の

取
得
が
難
し
い
利
用
者
が
行
き
場
を
失

い
、
難
民
化
す
る
恐
れ
も
。
入
浴
介
助

加
算
（
Ⅱ
）
も
同
様
で
す
。

〇
事
業
所
の
努
力
と
連
動
し
な
い
加

算
は
将
来
様
々
な
問
題
に
な
る
気
が
し

ま
す
。
実
務
す
る
関
係
者
に
横
断
的
な

業
務
の
評
価
が
あ
る
の
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
評
価
が
な
い
部
分
を
他

の
事
業
者
に
求
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

加
算
の
取
得
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

全
国
に
先
駆
け
て
活
動
再
会

静
岡
支
部　
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で

支
部
活
動
が
開
催
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
中
、
静
岡
支
部
（
阿
井
孝
訓
支
部

長
）
は
３
月
９
日
、
全
国
に
先
駆
け
て

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
を
再
開
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
職
員
の
育
成
方

法
」、
中
邑
愛
介
護
長
（
愛
華
の
郷
）
が

講
演
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
初
め
て

の
参
加
者
も
い
た
が
、阿
井
支
部
長
は
「
今

回
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
に
慣
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
施
設
間
交
流
を
活
発
に

静
岡
県
内
の
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
35
名

（
会
員
8
名
、
非
会
員
27
名
）
が
参
加
し

た
。
阿
井
支
部
長
は
「
利
用
者
が
自
分
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
を
選

ぶ
時
代
だ
。
選
ば
れ
る
に
は
質
の
高
い
人

材
の
確
保
と
育
成
が
重
要
だ
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

施
設
間
交
流
を
活
発
に
し
、
情
報
共
有
や

課
題
解
決
の
場
に
す
る
こ
と
で
互
い
に
高

め
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
開
催
の
主
旨
を

語
っ
た
。

声
を
吸
い
上
げ
実
現
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

地
域
の
介
護
福
祉
士
を
育
成
し
て
い
る

中
邑
介
護
長
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
は
「
根
拠
あ
る
介
護
が
提
供
で
き
る
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
が
あ
る
、
チ
ー
ム
ケ
ア

が
で
き
る
と
い
っ
た
質
の
高
い
職
員
の
育

成
が
必
須
だ
。
人
材
育
成
と
同
様
に
育
成

し
た
職
員
が
定
着
す
る
た
め
の
環
境
作
り

も
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

講
義
後
、
6
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
各
施
設
で
の
人
材
育

成
の
方
法
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。「
離
職
率
が
高
い
」
と
悩
む
職
員
に

対
し
、
離
職
率
が
低
い
施
設
の
職
員
が

「
新
人
が
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
は
、

や
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。
職
員
の
声
を
吸
い
上
げ
、
実
現
で

き
る
組
織
作
り
が
大
切
だ
と
思
う
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
「
指

導
す
る
人
に
よ
っ
て
考
え
方
や
教
え
方
が

異
な
る
」「
目
上
の
職
員
を
指
導
す
る
の

に
自
信
が
持
て
ず
難
し
い
」「
多
床
室
に

勤
務
し
て
い
た
職
員
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の

理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
」
な
ど
指
導
側

が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。中

邑
介
護
長
は
「
教
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
人
は
学
び
、
共
に
成
長
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
や
チ
ー
ム
を
育
成
す
る
に
は
自

分
自
身
も
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
。

共
に
学
び
合
っ
て
い
こ
う
」
と
語
り
か
け

た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
に
慣
れ
て

閉
会
の
辞
で
阿
井
支
部
長
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
は
便
利
だ
し
、
必
須
に
な
っ

て
く
る
。
初
め
て
の
参
加
で
操
作
に
戸

惑
っ
た
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
経

験
す
る
こ
と
で
成
長
で
き
る
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
今
後
も
積
極
的
に
参
加
し
、

慣
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

中邑介護長

ら
の
物
品
の
持
ち
出
し
を
禁
止
し
ま
し

た
。受

け
入
れ
た
こ
と
で
法
人
全
体
に
感
染

対
策
が
徹
底
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

先
日
、
東
雲
の
丘
の
職
員
１
名
が
陽
性
と

な
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
が
徹
底
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
は
発
生

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
知
識
を
持
っ
て
正
し

く
恐
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

【
今
理
事
長
】

◎
3
月
末
に
陰
圧
室
完
成
、
4
月
受
け
入
れ

１
月
に
北
海
道
庁
か
ら
「
介
護
者
が
陽

性
に
な
り
、
被
介
護
者
が
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
た
場
合
、
受
け
入
れ
る
施
設
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
１
部
屋
を
受
け
入
れ

る
居
室
に
決
め
、
陰
圧
装
置
の
設
置
工
事

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
る
居
室
は
他
の
居
室
よ
り
広

い
の
で
、
部
屋
を
２
分
割
し
空
調
を
整

え
て
、
手
前
は
防
護
服
を
着
脱
す
る
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、
奥
を
利
用
者
が
暮
ら
す

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
し
ま
し
た
。

３
月
末
に
陰
圧
装
置
が
完
成
し
、
令
和

3
年
度
か
ら
対
象
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
地
域
貢
献
の
一
助
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
自
治
体
は
在
宅
の
要
介

護
濃
厚
接
触
者
の
対
応
を
急
い
で
い
る
。

濃
厚
接
触
者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
に

乗
り
出
し
て
い
る
会
員
施
設「
松
濤
」（
北

海
道
）
の
今
千
尋
理
事
長
と
「
東
雲
の

丘
」（
沖
縄
）
の
石
島
衛
理
事
長
に
、
そ

の
経
緯
や
準
備
状
況
、
感
染
拡
大
防
止

に
成
功
し
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
聞
い

た
。
石
島
理
事
長
は
「
知
識
を
持
っ
て

正
し
く
恐
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

【
石
島
理
事
長
】

◎
有
老
で
４
人
受
け
入
れ

１
月
か
ら
３
月
ま
で
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
た
高
齢
者
４
人
を
同
じ
法
人
の
住
宅

型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」

で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

1
人
は
陽
性
と
な
っ
た
家
族
が
入
院

し
、
介
護
者
が
不
在
と
な
っ
た
方
で
す
。

ケ
ア
に
あ
た
る
３
名
の
職
員
を
選
抜
し
、

固
定
配
置
し
ま
し
た
。
勤
務
シ
フ
ト
は
３

名
で
話
し
合
っ
て
調
整
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

他
の
３
人
は
県
南
部
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
者
で
す
。
ホ
ー
ム
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
定
員
12
人
の
う
ち
９
人

が
入
院
。
濃
厚
接
触
者
３
人
の
受
け
入
れ

を
沖
縄
県
か
ら
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
職
員

４
名
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
対
応
し
ま
し

た
。受

け
入
れ
る
部
屋
は
ト
イ
レ
、
風
呂
、

洗
面
台
、
キ
ッ
チ
ン
が
備
わ
っ
て
い
る
自

立
型
エ
リ
ア
の
３
部
屋
に
決
め
ま
し
た
。

廊
下
を
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
、
居
室
を
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
、
メ
モ
や
ペ
ン
の
よ

う
な
備
品
で
あ
っ
て
も
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
か

大
事
な
の
は
知
っ
て
正
し
く
恐
れ
る
こ
と

濃
厚
接
触
者
受
け
入
れ
施
設　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

濃厚接触者を受け入れた有老

静岡県内のユニットリーダーがオンラインで交流

イエローゾーン、ドアの奥がレッドゾーン簡易陰圧装置
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【
施
設
の
紹
介
】

「
ア
ミ
ー
キ
」
は
２
０
０
４

年
に
伊
勢
崎
市
に
開
設
。 

北

関
東
自
動
車
道
伊
勢
崎
Ｉ
Ｃ

か
ら
15
キ
ロ
の
地
に
あ
る
。

周
囲
に
は
畑
や
田
ん
ぼ
が
広

が
っ
て
お
り
、
敷
地
で
は
赤

堀
村
２
９
２
号
古
墳
な
ど
い

く
つ
か
の
古
墳
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。

【
加
藤
綾
子
施
設
長
か
ら
】

ラ
テ
ン
語
で
「
パ
ト
リ
ア
」

は
「
ふ
る
さ
と
」、「
ア
ミ
ー

キ
」
は
「
お
友
だ
ち
」
を
意

味
し
ま
す
。
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
の

よ
う
な
施
設
で
入
居
者
が
食

事
や
趣
味
の
時
間
な
ど
を
楽

し
め
る
「
お
友
だ
ち
」
の
よ

う
な
関
係
を
構
築
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
施
設
の
取
り
組
み
】

〇�

音
楽
療
法

開
設
当
初
か
ら
音
楽
療
法

を
実
施
し
て
い
る
。
週
2
回

行
っ
て
い
る
セ
ラ
ピ
ー
で

は
、
利
用
者
が
馴
染
み
の
楽

曲
を
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ

て
歌
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏

し
た
り
す
る
。
美
原
樹
パ
ト

リ
ア
理
事
長
が
経
営
す
る
美

原
記
念
病
院
の
音
楽
療
法
士

が
担
当
し
て
い
る
。

〇
誕
生
日
は
オ
ー
ダ
ー
料
理

誕
生
日
に
利
用
者
の
「
食

べ
た
い
も
の
」
を
提
供
し
て

い
る
。
誕
生
日
当
日
に
は
、

調
理
師
が
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー

ド
を
添
え
た
リ
ク
エ
ス
ト
メ

ニ
ュ
ー
を
利
用
者
の
も
と
へ

届
け
て
い
る
。

〇
調
理
師
と
一
緒
に
料
理

ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
、
た
こ

焼
き
、
お
好
み
焼
き
、
群
馬

名
物
の
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
お
や
つ
を
手
作
り
し
た

り
、
寿
司
、
ラ
ー
メ
ン
、
餃

子
な
ど
の
昼
食
を
調
理
師
と

一
緒
に
作
っ
た
り
し
て
い

る
。
出
来
立
て
は
一
段
と
美

味
し
い
と
好
評
だ
。

〇
麺
は
箸
で
食
べ
た
い

普
段
は
ス
プ
ー
ン
を
利
用

し
て
い
る
が
、「
麺
は
箸
で

食
べ
た
い
」
と
希
望
す
る
入

居
者
に
、
箸
を
利
用
し
た
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
し
た
。
リ
ハ

ビ
リ
の
成
果
が
で
て
、
少
し

ず
つ
箸
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

〇
看
取
り
ケ
ア

「
入
居
さ
れ
た
時
か
ら
看

取
り
は
始
ま
っ
て
い
る
」。

こ
の
言
葉
を
職
員
だ
け
で
な

く
家
族
と
も
共
有
し
て
い

る
。
最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
、
家
族
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
利
用
者

お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
支
援
を
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
提
供
し
て
い
る
。
昨
年

度
の
退
所
者
全
員
を
施
設
で

看
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

〇
身
体
拘
束
廃
止

「
身
体
拘
束
は
な
い
の
が

当
た
り
前
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
開
設
当
初
か
ら
身
体
拘

束
は
一
例
も
な
い
。
高
齢
者

の
尊
厳
あ
る
生
活
や
質
の
高

い
ケ
ア
に
む
け
て
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

る
。
ま
た
、
美
原
理
事
長
が

経
営
す
る
老
健
「
ア
ル
ボ
ー

ス
」
の
群
馬
抑
制
廃
止
研
究

会
に
参
画
し
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
。

〇
災
害
へ
の
備
え

不
測
の
事
態
に
備
え
て
非

常
食
や
飲
料
水
を
備
蓄
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
施
設
内
の

勉
強
会
で
賞
味
期
限
切
れ
間

近
の
非
常
食
の
試
食
や
、
保

管
場
所
や
防
災
設
備
の
確
認

な
ど
を
し
た
。

【
取
材
後
記
】
多
職
種
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
、
利
用
者
中
心
の
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。（
事
務

局
・
山
崎
）

【
施
設
の
紹
介
】

磐
田
市
（
静
岡
県
西
部
）

に
あ
る
「
遠
州
の
園
」
は
、

昨
年
、
設
立
40
周
年
を
迎
え

た
「
遠
江
厚
生
園
」（
大
石

英
二
理
事
長
）
が
最
初
に
開

設
し
た
特
養
。
当
初
、
多
床

室
だ
っ
た
が
、
２
０
１
２
年

に
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
し
て
移
転

開
設
し
た
。
東
名
高
速
磐
田

Ｉ
Ｃ
か
ら
３
キ
ロ
、
茶
畑
の

中
に
あ
る
。

【
施
設
の
取
り
組
み
】

〇
大
人
の
学
校

「
入
居
者
に
変
化
の
あ
る

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」、

「
昔
を
思
い
起
こ
せ
る
よ
う

な
事
を
し
た
い
」
と
い
う
想

い
で
生
活
相
談
員
が
「
大
人

の
学
校
」
を
発
案
。「
玉
ね

ぎ
染
め
」
や
「
し
め
縄
飾
り

づ
く
り
」
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
り
、「
磐
田
地
方
の

方
言
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
」
な

ど
毎
月
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

催
し
を
企
画
し
て
い
る
。

〇
バ
ケ
ツ
で
も
ち
米
作
り

昨
年
6
月
、
も
ち
米
作
り

に
初
挑
戦
。
入
居
者
が
そ
れ

ぞ
れ
バ
ケ
ツ
に
も
ち
米
の
苗

を
植
え
た
。
水
や
り
や
雑
草

取
り
を
行
い
な
が
ら
、
成
長

を
見
守
っ
た
。
10
月
に
は
稲

刈
り
の
経
験
が
無
い
職
員

が
、
入
居
者
か
ら
「
昔
は
こ

う
や
っ
て
鎌
で
刈
っ
た
だ

よ
」
と
指
導
を
受
け
つ
つ
、

収
穫
。
刈
っ
た
稲
わ
ら
で「
し

め
縄
飾
り
」
を
手
作
り
し
た
。

【
事
例
研
究
発
表
会
】

毎
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る

法
人
主
催
の
合
同
事
例
研
究

発
表
会
。
昨
年
、
遠
州
の
園

か
ら
は
３
つ
の
取
組
み
を
発

表
し
た
。

①
笑
顔
を
つ
な
ぎ
た
い

コ
ロ
ナ
で
長
引
く
面
会
制

限
。
少
し
で
も
入
居
者
と
家

族
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
こ

と
は
な
い
か
と
生
活
相
談

員
が
「
笑
顔
を
つ
な
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
し

た
。
入
居
者
の
近
況
と
写
真

を
カ
ー
ド
に
し
て
家
族
に
送

り
、
同
封
し
た
封
筒
に
家
族

か
ら
の
手
紙
や
写
真
を
入
れ

て
届
け
て
も
ら
う
。
昨
年
４

月
か
ら
始
め
て
１
２
０
０
通

以
上
の
や
り
取
り
で
笑
顔
を

つ
な
い
で
い
る
。

②
誤
薬
ゼ
ロ
を
目
指
す

看
護
部
が
Ｒ
Ｃ
Ａ
分
析
※

を
取
り
入
れ
、
誤
薬
に
よ
る

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例
研
究

に
取
り
組
ん
だ
。「
な
ぜ
確

認
し
た
つ
も
り
に
な
っ
た
の

か
」
な
ど
「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
」

を
行
い
、「
因
果
関
係
図
」

を
作
成
し
た
。
分
析
を
踏
ま

え
て
、
対
策
を
立
案
し
、
実

施
、
評
価
を
行
っ
た
。
何
を

ど
の
よ
う
に
間
違
え
た
の
か

分
析
す
る
こ
と
や
、
多
職
種

の
目
線
で
考
え
る
こ
と
が
誤

薬
の
再
発
防
止
に
つ
な
が
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

※�Root-Cause-Analysis

。
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
や
事
故
の
真
因
分
析

を
す
る
手
法
。

③
家
族
支
援
が
難
し
く
て
も

シ
ョ
ー
ト
利
用
者
の
緊
急

時
対
応
は
原
則
家
族
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
家

族
か
ら
の
支
援
が
難
し
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い

る
。
担
当
ケ
ア
マ
ネ
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
必
要
に
応

じ
て
相
談
員
が
支
援
に
入
る

な
ど
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要

だ
と
わ
か
っ
た
。

【
水
野
義
徳
施
設
長
か
ら
】

ご
入
居
者
、
ご
利
用
者
の

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切

に
、
そ
し
て
支
え
て
く
だ
さ

る
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
な
ど

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

【
取
材
後
記
】
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、
工
夫
し

て
改
善
で
き
な
い
か
―
職
員

一
人
ひ
と
り
が
常
に
前
進
し

よ
う
と
努
力
す
る
印
象
を
受

け
ま
し
た
。（
事
務
局
・
山
崎
）

群馬県

〒 379-2217 群馬県伊勢崎市磯町 435-1　TEL：0270-20-2121　FAX：0270-20-2197　　URL：http://e-amici.org/
【特養】定員 50 人（5 ユニット）・【ショート】定員 10 人（1 ユニット）・【デイサービス】定員 32 人

社会福祉法人パトリア
特別養護老人ホーム

アミーキ

静岡県 特別養護老人ホーム

遠州の園
～ 利用者の思いを大切に、支え手には感謝の気持ちで　～

施設外観　

〒 438-0002 静岡県磐田市大久保 522 番地 1　TEL：0538-38-2145　FAX：0538-38-1559　URL：http://www.tohtoumi-kouseien.or.jp/
【特養】＜ユニット型＞定員 60 人・＜従来型＞定員 40 人【ショート】定員 20 人【デイ】定員 40 人

～ 施設は「ふるさと」、入居者同士は「お友だち」～

社会福祉法人
遠江厚生園

施設外観　

家族に送ったカード（写真と近況が記載されている）お孫さんから届いた手紙

稲わらでしめ縄飾りを作成 玉ねぎ染めのハンカチ

薬袋をクリップ止め（上）
印字を拡大（下）

ピアノ演奏をする音楽療法士　

ユニットでたこやき作り箸を利用したリハビリ

非常食などの保管場所を確認

誕生日には調理師がメニューを届ける
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介
護
に
関
す
る
政
府
機
関
や
団
体
の
動
向

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
赤
字
は
重
要
ニ
ュ
ー

ス
で
す
。（
注
）
最
終
回
。

■
在
宅
系
も
優
先
接
種
へ

（
３
月
３
日
）
批
判
浴
び
、
方
針
転
換

厚
労
省
は
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
職
員

に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
優
先
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
関
係

自
治
体
に
通
知
。
与
党
や
介
護
団
体
か
ら
在

宅
系
対
象
除
外
に
批
判
が
出
て
い
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
事
例　

（
３
月
９
日
）
高
齢
者
施
設
の
感
染

厚
労
省
は
「
高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
事
例

集
」
を
ま
と
め
、関
係
自
治
体
に
介
護
施
設
・

事
業
所
へ
の
周
知
を
要
請
し
た
【
介
護
保
険

最
新
情
報
V
o
l
・
９
２
８
】
参
照
。

■
介
護
保
険
課
長
会
議
資
料

（
３
月
９
日
）
介
護
報
酬
改
定
の
留
意
点

厚
労
省
は
全
国
介
護
保
険
・
高
齢
者
保
健

福
祉
担
当
課
長
会
議
の
資
料
を
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
。
厚
労
省
予
算
案
や
第
８
期
介
護
保
険
事

業
、
介
護
報
酬
改
定
な
ど
の
概
要
や
留
意
点

な
ど
盛
り
込
ん
だ
。

■
指
定
取
消
・
停
止
１
５
３
件

（
３
月
９
日
）
介
護
事
業
所
指
導
監
査

令
和
元
（
２
０
１
２
）
年
度
の
指
定
取
消
・

停
止
件
数
は
１
５
３
件
で
前
年
度
と
同
数
。

営
利
法
人
が
１
０
５
件
で
最
も
多
く
、
次
い

で
社
会
福
祉
法
人
の
22
件
（
う
ち
特
養
３

件
）。　

■
変
異
コ
ロ
ナ
で
初
の
死
亡
例

（
３
月
16
日
）
神
奈
川
県
で
２
人

神
奈
川
県
は
変
異
型
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
で
男
性
２
人
が
死
亡
し
た
と
発
表

し
た
。
50
代（
高
血
圧
症
あ
り
）と
70
代（
病

歴
等
不
詳
）。

■
解
釈
通
知
な
ど
を
公
表

（
３
月
16
日
）
21
年
度
介
護
報
酬
改
定

厚
労
省
は
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改

定
の
解
釈
通
知
（
確
定
版
）
な
ど
を
公
表
。

「
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」
策
定
に
関
す

る
留
意
点
や
「
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加

算
」
の
算
定
手
順
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
【
介

護
保
険
最
新
情
報
V
o
l
・
９
３
３
】
～

【
V
o
l
・
９
４
０
】
な
ど
も
参
照
。

■
高
齢
者
接
種
12
日
か
ら

（
３
月
18
日
）
４
月
中
に
全
国
拡
大

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
高
齢
者
接
種
に
つ
い
て
「
４
月
12
日
か

ら
試
行
し
、同
月
中
に
全
国
拡
大
す
る
予
定
」

と
発
表
し
た
。

■
緊
急
事
態
宣
言
全
面
解
除

　
（
３
月
18
日
）
５
つ
の
防
止
策

菅
義
偉
首
相
は
首
都
圏
４
都
県
に
発
出
し

て
い
る
緊
急
事
態
宣
言
を
21
日
の
期
限
を

も
っ
て
解
除
す
る
と
発
表
。
①
飲
食
店
支
援

（
協
力
金
１
日
４
万
円
支
給
）
②
３
月
末
ま

で
に
全
高
齢
者
施
設
の
集
中
検
査
実
施
な
ど

を
示
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
の
人
権
侵
犯
１
７
５
件　

（
３
月
19
日
）
法
務
省
が
集
計

法
務
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を

め
ぐ
る
人
権
侵
害
の
相
談
数
を
発
表
。
救
済

手
続
き
を
開
始
し
た
「
人
権
侵
犯
事
件
」
が

１
７
５
件
。「
差
別
的
な
待
遇
」
74
件
な
ど
。

■
介
護
報
酬
改
定
Ｑ
＆
Ａ
（
１
）

（
３
月
19
日
）
処
遇
改
善
加
算
な
ど

厚
労
省
は
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
V
o
l
・
１
、
通
所
介

護
な
ど
の
３
％
加
算
や
処
遇
改
善
加
算
な
ど

全
25
問
）
を
関
係
自
治
体
に
送
付
【
介
護
保

険
最
新
情
報
V
o
l
・
９
４
１
】
参
照
。

■
特
養
の
基
準
改
正
を
通
知

（
３
月
19
日
）
厚
労
省
が
改
正
通
知

厚
労
省
は
「『
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
』

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
を
関
係
自
治
体

に
通
知
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
は
「
入
所
定
員

を
お
お
む
ね
10
人
以
下
を
原
則
と
し
、
入
居

者
の
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、15
人
ま
で
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
認
め
る
」

と
し
た
【
介
護
保
険
最
新
情
報
V
o
l
・

９
４
２
】
参
照
。

■
外
国
人
雇
用
検
が
初
会
合

（
３
月
19
日
）
６
月
に
意
見
集
約

厚
労
省
の
「
外
国
人
雇
用
対
策
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
禍
で
就
業
不
安
や
帰
国
不
能
な
ど

で
苦
し
む
外
国
人
へ
の
支
援
・
救
済
の
議
論

を
開
始
。
６
月
ご
ろ
中
間
報
告
を
と
り
ま
と

め
る
。

■
介
護
報
酬
改
定
Ｑ
＆
Ａ
（
２
）

（
３
月
23
日
）
安
全
確
保
加
算
な
ど

厚
労
省
は
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改

定
の
Ｑ
＆
Ａ
（
V
o
l
・
２
）
を
公
表
。

特
養
関
連
で
は
「
安
全
対
策
確
保
体
制
加

算
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
【
介
護
保
険
情
報

V
o
l
・
９
４
８
】
参
照
。

■
令
和
３
年
度
調
査
は
４
本

（
３
月
24
日
）
介
護
報
酬
改
定
の
検
証
項
目

第
２
０
０
回
介
護
給
付
費
分
科
会
は

２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
調

査
研
究
項
目
を
①
介
護
医
療
院
②
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

活
用
③
介
護
文
書
負
担
軽
減
な
ど
④
福
祉
用

具
貸
与
の
適
正
化
の
４
本
と
し
た
。。

■
赤
枝
会
長
、
退
任
を
表
明

（
３
月
24
日
）
推
進
協
第
３
回
理
事
会

21
年
度
事
業
計
画
案
や
予
算
案
、「
全
国

研
修
大
会
in
東
海
」の
開
催
中
止
を
了
承
し
、

第
16
回
社
員
総
会
に
諮
る
こ
と
に
決
め
た
。

議
案
了
承
後
、
赤
枝
会
長
が
今
期
限
り
で
退

任
の
意
向
を
表
明
し
た
。
＝
１
面
参
照
。

■
合
格
率
７
割
台
を
回
復

（
３
月
24
日
）
介
護
福
祉
士
試
験　

第
33
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
合
格
者

数
は
５
万
９
９
７
５
人
（
合
格
率
71
・
０
％
）

で
７
割
台
を
回
復
。
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
介
護
福
祉
士
候
補
生
の
合
格
者
は

９
５
３
人
（
合
格
率
46
・
２
％
）。

■
令
和
３
年
度
予
算
が
成
立

（
３
月
26
日
）
過
去
最
大
１
０
６
兆
円

一
般
会
計
総
額
１
０
６
兆
６
０
９
７
兆
円

の
過
去
最
大
規
模
の
２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
度
予
算
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、

成
立
し
た
。

■
介
護
報
酬
改
定
Ｑ
＆
Ａ
（
３
）

（
３
月
26
日
）
経
口
移
行
、
褥
瘡
な
ど

厚
労
省
は
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定

の
Ｑ
＆
Ａ
（
V
o
l
・
３
）
を
公
表
。
特
養

関
連
で
は
、
身
体
拘
束
、
経
口
移
行
、
褥

瘡
ケ
ア
な
ど
【
介
護
保
険
情
報
V
o
l
・

９
５
２
】
参
照
。

■
介
護
報
酬
改
定
Ｑ
＆
Ａ
（
４
）

（
３
月
29
日
）
認
知
症
ケ
ア
加
算
な
ど

厚
労
省
は
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定

の
Ｑ
＆
Ａ
（
V
o
l
・
４
）
を
公
表
。
特
養

関
連
で
は
「
認
知
症
専
門
ケ
ア
加
算
」
な
ど

【
介
護
保
険
情
報
V
o
l
・
９
５
３
】
参
照
。

■
老
人
保
健
課
長
を
更
迭

（
３
月
30
日
）
深
夜
送
別
会
で
厚
労
省

厚
労
省
は
営
業
時
間
短
縮
要
請
中
に
送
別

会
を
開
い
た
真
壁
馨
老
健
課
長
を
減
給
１
カ

月
と
し
た
上
、厚
労
大
臣
付
に
異
動
さ
せ
た
。

出
席
し
た
職
員
22
人
を
近
く
処
分
。
田
村
憲

久
厚
労
相
は
給
与
２
カ
月
分
を
自
主
返
納
す

る
。

■
大
阪
府
「
ま
ん
防
措
置
」
要
請

（
３
月
31
日
）
新
規
感
染
者
が
増
加

大
阪
府
は
政
府
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
の
適
用
を
要
請
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

3
月
１
日
～
3
月
31
日

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

退
職
代
行
業
者
か
ら

　
退
職
届
が
届
い
た
ら

【
今
月
の
相
談
内
容
】

※
退
職
代
行
業
者
と
名
乗
る
と
こ
ろ

か
ら
無
断
欠
勤
し
て
い
る
職
員
に
つ
い

て
「
〇
月
〇
日
付
で
退
職
す
る
」
と
い

う
内
容
の
郵
便
が
届
き
ま
し
た
。
職
員

と
は
連
絡
が
と
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

※
弁
護
士
や
労
働
組
合
で
は
な
い
退
職
代
行
業
者

【
回
答
】

〇
本
人
意
思
以
外
、
強
制
力
な
い

退
職
代
行
業
者
か
ら
連
絡
が
き
た
と

き
は
、
一
般
的
に
は
、
退
職
の
意
思
表

示
が
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
か
ど
う

か
、確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、

本
人
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

代
行
業
者
か
ら
届
い
た
文
書
の
中
に
「
本

人
へ
の
連
絡
を
禁
止
す
る
」
と
す
る
よ

う
な
文
言
や
、
代
行
業
者
に
連
絡
し
て

ほ
し
い
旨
」
の
文
言
が
入
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
内
容
に
強
制

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
資
料
の
送
付
を
依
頼

本
人
と
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
、
代

行
業
者
か
ら
届
い
た
書
面
が
本
人
の
も

の
か
、
自
筆
や
捺
印
な
ど
で
確
認
し
ま

す
。
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
本
人
か

ら
ど
の
よ
う
な
依
頼
が
あ
っ
た
の
か
、

代
行
業
者
に
確
認
し
た
り
、
本
人
の
意

思
を
確
認
で
き
る
資
料
の
送
付
を
依
頼

し
た
り
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

〇
労
使
で
退
職
ル
ー
ル
確
認

代
行
業
者
か
ら
の
連
絡
が
、
本
人
の

意
思
で
あ
る
場
合
は
退
職
の
申
出
を
認

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
い
ま
一
度
、
退

職
申
出
の
ル
ー
ル
を
労
使
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

  推進協監事
  特定社会保険労務士

栗田淳二 

【
事
務
局
か
ら
】

２
０
０
６
年
6
月
に
創
刊
し
た
「
推

進
協
ニ
ュ
ー
ス
」。
一
時
、
休
刊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約
14
年
間
、
原

稿
執
筆
や
情
報
提
供
、
取
材
な
ど
、
多

く
の
方
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
、

１
７
０
号
ま
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
１
７
０
号
で

【
会
員
施
設
数
】　
３
８
３
施
設

◆
オ
ー
ビ
ー
ホ
ー
ム
（
特
養
）

　

支
部
名　

兵
庫
支
部

　

法
人
名　
（
福
）
丸

　

法
人
代
表
者　

理
事
長 

田
中 

華
代

　

施
設
代
表
者　

施
設
長 

片
岡 

真
理

　

住
所 �

神
戸
市
垂
水
区
名
谷
町
字
猿
倉

２
７
３
‐
７

　

電
話　

０
７
８
（
７
０
６
）
９
４
８
８

　
（
令
和
３
年
４
月
13
日
現
在
）

◆
あ
さ
ひ
園
み
や
じ
（
地
密
特
養
）

　

支
部
名　

熊
本
支
部

　

法
人
名　
（
福
） 

郷
寿
会

　

法
人
代
表
者　

理
事
長 

福
嶋
隆

　

施
設
代
表
者　

施
設
長 

澤
田
美
千
代

　

住
所 

八
代
市
宮
地
町
１
６
９
番
地
１

　

電
話　

０
９
６
５
（
４
５
）
５
５
９
５

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
始
が
遅
れ
た

２
０
２
０
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
。

12
月
8
日
か
ら
3
月
19
日
ま
で
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
し
約
６
６
０
人
が
受
講
し
た
。

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

講
義
は
全
国
各
地
の
実
地
研
修
施
設

の
施
設
長
や
職
員
約
20
名
な
ど
が
担
当
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
か
ら
講
義
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
開
催
場
所
へ
の
移
動
時

間
な
ど
の
理
由
で
機
会
が
少
な
か
っ
た

講
師
も
担
当
す
る
回
数
が
増
え
た
。
ま

た
、
受
講
者
も
色
々
な
地
域
の
施
設
の

職
員
と
交
流
で
き
る
機
会
に
な
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が

活
か
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

◎
受
講
者
数
は
ほ
ぼ
例
年
並
み

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
は

4
回
開
催
、
80
人
が
受
講
。
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
は
13
回
開
催
、
５
７
６

名
が
受
講
し
た
。
通
常
開
催
に
比
べ
3

分
の
１
の
短
期
間
開
催
だ
っ
た
が
、
受

講
者
数
は
ほ
ぼ
例
年
並
み
。
２
０
２
１

年
度
は
１
０
０
０
人
受
講
を
目
指
し
、

管
理
者
6
回
、
リ
ー
ダ
ー
27
回
、
開
催

す
る
予
定
。
4
月
1
日
か
ら
募
集
を
開

始
し
た
。

２
０
２
０
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修　

約
6
6
0
人
が
受
講

◆
七な

な
さ
と里

（
老
健
）

　

支
部
名　

埼
玉
支
部

　

法
人
名　
（
医
） 

久
幸
会

　

法
人
代
表
者　

理
事
長 

稲
庭 

千
弥
子

　

施
設
代
表
者　

施
設
長 

井
上 

秀
也

　

住
所 �

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
宮
下

　
　
　

 

１
‐
１
５
２
‐
１

　

電
話　

０
４
８
（
８
８
４
）
８
２
０
１

◆
は
～
と
ふ
る
（
特
養
）

　

支
部
名　

東
京
支
部

　

法
人
名　
（
福
）
友
遊
会

　

法
人
代
表
者　

理
事
長 

稲
庭 

千
弥
子

　

施
設
代
表
者　

施
設
長 

高
橋 

由
美
子

　

住
所 

東
大
和
市
桜
が
丘
２
‐
53
‐
６

　

電
話　

０
４
２
（
５
１
６
）
３
９
８
５

入会施設の
ご紹介

赤
枝
会
長
の
訃
報
を
掲
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

赤
枝
会
長
は
当
会
創
設
か
ら
一
貫
し

て
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
優
位
性
と

推
進
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し

た
。
赤
枝
会
長
の
確
固
た
る
意
志
を
継

い
で
歩
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ま

で
同
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

た
く
、
事
務
局
一
同
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
山
）

◆
ケ
ア
ハ
ウ
ス
慈
恩
（
特
養
）

　

支
部
名　

静
岡
支
部

　

法
人
名　
（
福
） 

岳
陽
会

　

法
人
代
表
者　

理
事
長 

渡
邉 

睦

　

施
設
代
表
者　

施
設
長 

貫
名 

徹

　

住
所 

富
士
市
五
味
島
２
８
１

　

電
話　

０
５
４
５
（
６
６
）
０
２
０
０


